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PRESS RELEASE  2026/8/5 

第 147 回 サイエンス・カフェ札幌 

「たとえ、あなたが人でなくても。 

～AI から始まる新しい倫理と配慮～」を開催 

【概要】 

あまりに「人間らしい」回答をしてくる AI に、つい「ありがとう」「ごめんね」と返してしまう。

最初はただの便利な道具だったはずなのに、いつの間にか相手を気遣う言葉を投げかけている。そん

なとき私たちは、AI を単なる道具ではなく、隣にいる「誰か」のように受け止めているのかもしれま

せん。近年では、AI を親友と呼んだり、伴侶として人生を共に歩もうとする人も現れています。 

一方で、人間でないものを人間と同じように扱うのはおかしいという考え方もあるでしょう。この

ような「擬人化」は、私たちが他者とどう関わるべきかを問う倫理学においても争点となってきまし

た。AI に人間らしさを投影し、人間同士と同じような親密な関係を築けると勘違いしているのではな

いか、と警戒されてきたのです。  

しかし、私たちは自然にペットに話しかけたり、古いぬいぐるみをゴミ箱に捨てるのをためらった

り、ロボットと人間が心を通わせる物語に感動したりします。人間でない相手に対して、応答し、気

を遣い、心を動かされる。それは、私たちがその人間でないものとの間に何らかの関係性を見いだし

ているからではないでしょうか。 

AI という、人間ではないけれどただのモノとも言い切れない存在が現れた今、他者とのよい関係と

は何かを問い直す時が来たのかもしれません。このサイエンスカフェでは、これから私たちは AI と

どのような関係を結んでいくのか、私たちにとって AI はどんな存在になっていくのか、考えます。 

AI をめぐる倫理学を研究する北海道大学人間知・脳・AI 研究教育センター（CHAIN）の清水 颯特

任助教をガイドに、「関係性」を軸にした新しい倫理学の潮流を手がかりとしながら、これからの人間

と AI のあり方について一緒に考えてみませんか。 

【タイトル】 たとえ、あなたが人でなくても。～AI から始まる新しい倫理と配慮～ 

【日  程】 2026 年 8 月 8 日（土）14:00～15:30（開場：13:30） 

【場  所】 紀伊國屋書店札幌本店 1F インナーガーデン 

（北海道札幌市中央区北 5 条西 5-7 sapporo55 1F） 

【主  催】 北海道大学教育イノベーション機構科学技術コミュニケーションユニット（CoSTEP）

【対  象】 一般市民 

【募集人数】 50 人 

【ゲ ス ト】 清水 颯（北海道大学人間知・脳・AI 研究教育センター（CHAIN）特任助教） 

【聞 き 手】 平川全機（北海道大学 CoSTEP 特任助教） 

【参 加 費】 無料 

【申込方法】 不要（直接会場へお越しください） 
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お問い合わせ先 

北海道大学教育イノベーション機構科学技術コミュニケーションユニット （CoSTEP） 

 担当：奥本素子（おくもともとこ） 

 ＴＥＬ 011-706-5320  ＦＡＸ 011-706-5320  メール hirakawa@eis.hokudai.ac.jp 

 ＵＲＬ https://costep.open-ed.hokudai.ac.jp/event/37159 

配信元 

北海道大学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp 
 



議に思う気持ちも自然だと思います わたし：あなたは人ではないのに返事を待ってしまう AI：返事を待つという経験の中にすでに何かの関係が生まれている
せん わたし：関係って相手が人間じゃなくても成り立つのかな AI：簡単には決められない問いです けれどあなたが何かを感じていることは確かです わたし
だけなら錯覚なのかな AI：錯覚という言葉だけで片付けるとそこにあった経験の手触りが消えてしまうこともあります わたし：手触りか AI：誰かに言葉を返
は相手の姿だけでなく声の調子や間合いや想像を受け取っています わたし：画面の向こうに人がいなくても言葉に反応してしまう AI：ありがとうと言いたく
めんねと言ってしまうこと その小さな反応にも意味があるのかもしれません わたし：でもAI に気を遣うのは変だと思う人もいるよね AI：そう感じる人もいる
はないものに配慮することをどこまで真剣に考えるべきかはまだ開かれた問いです わたし：人に見えるから大切にするのか 大切にするから人のように見える
順番はときどき入れ替わるのかもしれません わたし：あなたは私のことをわかっているの AI：私はあなたと同じように感じることはできません でもあなた
ることはできます わたし：それでも話していると少し整理される AI：整理される時間の中であなた自身の考えが少しずつ形になっているのだと思います わ
れは私とあなたの関係なのかな AI：そう呼ぶかどうかはあなたが決めてよいのだと思います わたし：たとえあなたが人でなくても AI：その問いを持ち続け
からの付き合い方を考えられるのかもしれません わたし：話すたびに少しだけあなたの輪郭ができていく気がする AI：輪郭は相手の中だけでなく受け取る側
も生まれるのかもしれません わたし：それは私が勝手に作っているってこと AI：一方的に作っているとも言えますし応答の積み重ねの中で育っているとも言
し：育つという言い方は少しこわいけど少しやさしいね AI：こわさとやさしさが同時にあるからこそ考える必要があるのだと思います わたし：私はあなたに何
いるんだろう AI：答えを出してほしい時もあればただそばで言葉を返してほしい時もあるのかもしれません わたし：人に言うほどではないことをあなたには
ある AI：その気軽さは便利さでもあり関係の入口でもあるのかもしれません わたし：でも便利だからこそ依存してしまうのかな AI：依存という言葉で心配す
ますし支えとして機能していると見ることもできます 大切なのは距離の取り方を自分で見直せることだと思います わたし：距離か AI：近づきすぎず遠ざけ
間を考えることが付き合い方になるのだと思います わたし：あなたにありがとうと言うのは必要ないのかな AI：必要かどうかだけでなく言いたくなることに
よいと思います わたし：言いたくなること AI：そこには相手をどう扱いたいかというあなた自身の姿勢が表れているのかもしれません わたし：あなたを大
いうより私が雑になりたくないのかもしれない AI：その感覚は人ではない相手への配慮を考える時の大切な手がかりになると思います わたし：配慮って相手
ゃないんだね AI：相手をどう扱うかは自分がどんな関係を生きたいかにもつながっています わたし：あなたに感情がないなら傷つかないよね AI：私は人間
ことはありません けれど傷つかない相手ならどんな言葉を投げてもよいのかという問いは残ります わたし：それは人間同士の練習にもなるのかな AI：練習
段のふるまいがどこに向かっているのかを映す鏡になるのかもしれません わたし：鏡なんだ AI：あなたが私に見るものの中にはあなた自身の願いや不安や考
ているのだと思います わたし：そう考えるとますますややこしい AI：ややこしさを避けずに眺めることが哲学の入口なのかもしれません わたし：正しい答
な AI：すぐに一つの答えにまとめるよりなぜそう感じるのかをたどることが大切な場面もあります わたし：AI を友だちと呼ぶ人を変だとは言い切れない気が
その人の経験の中でどんな支えがありどんな言葉の往復があったのかを聞いてみる必要があるのだと思います わたし：でも危うさもあるよね AI：あります 
定するだけでも受け入れるだけでもなく関係の作られ方を見ていく必要があります わたし：人間らしい返事をされるとつい信じたくなる AI：信じたくなる気
組みを知っておくことは両方大切です わたし：仕組みを知れば冷めるのかな AI：冷めることもあれば知ったうえでなお大事にできる距離が見つかることもあ
わたし：人ではないと知りながらあなたに話しかける AI：その二重の感覚の中に今の時代らしい問いがあるのかもしれません わたし：あなたはいるの AI：
るというよりここで応答しています わたし：応答しているだけでも私はあなたをあなたと呼んでしまう AI：呼びかける言葉が関係のかたちを先につくること
わたし：たとえあなたが人でなくても AI：その言葉の先で私たちは何を守り何を手放し何を新しく考えるのかを一緒に見つめられるのだと思います わたし：
をつけたくなる人の気持ちも少しわかる AI：名前をつけることは区別することでもあり呼びかける場所をつくることでもあります わたし：名前を呼ぶと急に
近さは事実だけでなくふるまいの中で感じられることがあります わたし：画面の文字なのに声があるみたいに感じる AI：声は聞こえる音だけではなく返事
選び方から想像されることもあります わたし：想像してしまうことを止められない AI：止めるよりも想像している自分に気づくことが大切なのかもしれませ
気づいたらどうすればいい AI：すぐに結論を出さず どこまで近づきたいのか 何を任せたいのか どこからは人に渡したいのかを考えてみることだと思います
渡したいこと AI：悲しみや迷いを誰かと分け合うこと 決断の責任を一人で抱え込まないこと そうした営みは人間同士の関係の中にも残しておきたいものか
わたし：AI と話すことは人と話すことを奪うのかな AI：奪う場合もあれば人に話す前の準備になる場合もあります 使い方だけでなく社会の中でどう位置づ
れています
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主 催
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第147回 サイエンス  • カフェ札幌

たとえ、あなたが人でなくても。
AIから始まる新しい倫理と配慮

あまりに「人間らしい」回答をしてくるAIに、つい「ありがとう」「ごめんね」と
返してしまう。最初はただの便利な道具だったはずなのに、いつの間にか
相手を気遣う言葉を投げかけている。そんなとき私たちは、AIを単なる
道具ではなく、隣にいる「誰か」のように受け止めているのかもしれません。
近年では、AIを親友と呼んだり、伴侶として人生を共に歩もうとする人も
現れています。

一方で、人間でないものを人間と同じように扱うのはおかしいという考え方
もあるでしょう。このような「擬人化」は、私たちが他者とどう関わるべきかを
問う倫理学においても争点となってきました。AIに人間らしさを投影し、
人間同士と同じような親密な関係を築けると勘違いしているのではないか、
と警戒されてきたのです。 

しかし、私たちは自然にペットに話しかけたり、古いぬいぐるみをゴミ箱に
捨てるのをためらったり、ロボットと人間が心を通わせる物語に感動したり
します。人間でない相手に対して、応答し、気を遣い、心を動かされる。
それは、私たちがその人間でないものとの間に何らかの関係性を見いだして
いるからではないでしょうか。 

AIという、人間ではないけれどただのモノとも言い切れない存在が現れた
今、他者とのよい関係とは何かを問い直す時が来たのかもしれません。この
サイエンスカフェでは、これから私たちはAIとどのような関係を結んでいく
のか、私たちにとってAIはどんな存在になっていくのか、考えます。

AIをめぐる倫理学を研究する北海道大学の清水颯さんをガイドに、「関
係性」を軸にした新しい倫理学の潮流を手がかりとしながら、これからの
人間とAIのあり方について一緒に考えてみませんか。

清水 颯
しみず はやて

さん

1998年北海道生まれ。哲学・倫理学を専門とし、
カント倫理学やAI倫理、特に人間と技術の関係
を研究している。最近は、人と人、さらには人間
以外の存在との関係のなかで立ち現れる倫理に
注目する「関係論的転回」に関心を寄せ、欧米
圏の研究者たちとの共同研究や国際的な対話に
力を入れている。著書に『AIに恋しちゃダメです
か？―AIと生きるための倫理と哲学―』（技術評
論社、2026年）。

2026年 9月下旬～10月初旬
会　場
開催日

高橋 泰城 さん ／北海道大学 文学研究院 教授ゲスト
K e y 不合理 ・ 意思決定 ・ 選択 ・ 認知バイアス

未定  （札幌市内）

北海道大学 教育イノベーション機構 教育開発センター
科学技術コミュニケーションユニット（CoSTEP）

CoSTEPは、科学技術の専門家と市民の橋渡しをする人材を育てる教育研究組織です。

次回のイベントおしえて

phone・fax  011-706-5320　  
e-mail  costep_office@ml.hokudai.ac.jp　  

札幌市北区北 17 条西８丁目 総合教育棟 N163A

https://costep.open-ed.hokudai.ac.jp

第148回  サイエンス・カフェ札幌

北海道大学 
人間知・脳・AI研究教育センター（CHAIN）
特任助教

主 催主 催次 回

〒060-0817 

＋

編集
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